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２㹄㸯㸴 

ᅜのண⟬ཬࡧ内㛶⥲理大⮧の᪋ᨻ方㔪₇ㄝにࡳる 
科学ᢏ⾡ᨻ策の重要ᗘの時系ิኚ化 

 

 （ୗ田㝯二㸦ᮾி工業大学ۑ

 

 

 

㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 
 2001 年の⥲合科学ᢏ⾡会㆟の発足をはじめとする中央┬庁෌⦅による科学ᢏ⾡ᨻ策の௻画❧᱌᥎㐍

యไのๅ新から、10 年వを⤒過した。ᮏ✏では、⛉学ᢏ⾡ᨻ⟇の఩⨨௜䛡のኚ化、特䛻௚のᨻᗓの᪋⟇䛸

の㛵係の୰での┦対ⓗ䛺重要ᗘの᫬⣔ิኚ化䛻䛴䛔䛶♧၀䜢ᚓ䜛た䜑、ձᨻᗓの⥲ண⟬䛻༨䜑䜛⛉学ᢏ⾡

㛵係ண⟬のẚ⋡、ղ䛣のண⟬䜢審㆟䛩䜛㏻ᖖᅜ఍䛻䛚䛡䜛ෆ㛶⥲⌮኱⮧の᪋ᨻ᪉㔪₇ㄝの୰での⛉学ᢏ⾡

ᨻ⟇㛵㐃のㄒྃ䜈のゝཬ䛻ὀ┠し䛶、䛭䜜䜙の᫬⣔ิኚ化䜢ศᯒ䛩䜛䚹ศᯒの⤖ᯝ、㏆年、ண⟬のẚ⋡ཬ䜃

ㄒྃ䜈のゝཬ䛜పୗഴྥ䛻䛒䜚、ᨻᗓ඲యのᨻ⟇䛻䛚䛡䜛⛉学ᢏ⾡ᨻ⟇の重要ᗘ䛜పୗし䛶䛔䜛ྍ⬟性䛜䛒

䜛䛣䛸䜢♧䛩䚹 
 
２㸬ᨻᗓࡢ⥲ண⟬࡟༨ࡿࡵ⛉Ꮫᢏ⾡㛵ಀண⟬ࡢẚ⋡ࡢศᯒ 
㝈られたリࢯースの配分の内容を調࡭ることは、その配分をうける事項が相対的にඃඛされているか

ྰかを知るⰋい指ᶆになる。ᅜのண⟬はその㝈られたリࢯースの඾ᆺである。➹者は௨๓に科学ᢏ⾡関

ಀ⤒費のᅜのண⟬のṓ出純計に対するẚ⋡にὀ目する分析を♧したが 1、そのᚋ 5 年間を⤒過している

こともあり、そこで♧した手法を用いて㏆年の状ἣをྵめ分析する。 
 ᅜの科学ᢏ⾡関ಀのᨭ出は、文部科学┬により「科学ᢏ⾡関ಀ⤒費」としてྲྀりまとめられている 2。

科学ᢏ⾡関ಀ⤒費は、ᅜのண⟬のうࡕ、大学における研究にᚲ要な⤒費、ᅜ❧ヨ験研究機関等にᚲ要な

⤒費、研究㛤発に関する⿵ຓ金、交௜金ཬࡧጤク費その他研究㛤発に関する行ᨻにᚲ要な⤒費等科学ᢏ

⾡の᣺⯆にᐤ与する⤒費であるとされる 34。また、その中には、一⯡会計のண⟬とともに特別会計のண

⟬もྵまれる。⾲㸯に科学ᢏ⾡基本法のᡂ❧した 1995 年௨㝆の᥎⛣を♧した。2004 年ᗘに特別会計と

一⯡会計の㢠に大きなኚ化が見られる。ᚑ๓はᅜ❧学ᰯ特別会計࡬一⯡会計から⧞りධれがあり、ᅜ❧

大学関ಀの科学ᢏ⾡関ಀ⤒費は特別会計のண⟬として科学ᢏ⾡関ಀ⤒費に集計されていた。2004 年ᗘ

のᅜ❧大学の法ே化にకってᅜ❧学ᰯ特別会計がᗫṆされ、ᅜ❧大学࡬の㐠Ⴀ費交௜金が一⯡会計に計

上され、ᅜ❧大学関ಀの科学ᢏ⾡関ಀ⤒費が一⯡会計として集計されることとなったため、大きなኚ化

が生じている。 
ᅜの⥲ண⟬と科学ᢏ⾡関ಀண⟬との関ಀを見るため、一⯡会計の科学ᢏ⾡関ಀ⤒費と一⯡会計⥲㢠と

のẚ⋡、ཬࡧ、特別会計のண⟬もྵࡴ科学ᢏ⾡関ಀ⤒費の⥲㢠と෌ᕪᘬṓ出純計㢠とのẚ⋡を見た。一

⯡会計ண⟬とྛ特別会計ண⟬の⥲㢠を༢に足し合ࢃせたのࡳでは、一⯡会計と特別会計間、特別会計相

஫間での⧞りධれがあり、ᅜ全యの┿のᨭ出を♧さない。෌ᕪᘬṓ出純計㢠はこのような会計相஫間の

⧞りධれによる重」分を㝖いたものであり、ᅜのண⟬全యのᨭ出⥲㢠を♧すものと考えられる。そのᩘ

್は毎年ᗘ、ᅜのண⟬の原๎をつ定した㈈ᨻ法の➨ 28 ᮲に基づき内㛶がᅜ会にᥦ出するண⟬の参考と

してῧ㝃される書㢮の中に♧される。科学ᢏ⾡関ಀ⤒費もᨻᗓの一⯡会計ཬࡧ特別会計のṓ出ண⟬から

科学ᢏ⾡関ಀのものを集計したᩘ್であるので、これとのẚ㍑にはṓ出ண⟬のṓ出純計を用いることが

㐺ᙜである。このẚ⋡の᥎⛣も⾲㸯に合ࢃせて♧している。また、一⯡会計の科学ᢏ⾡関ಀ⤒費と一⯡

会計⥲㢠とのẚ⋡、ཬࡧ、特別会計のண⟬もྵࡴ科学ᢏ⾡関ಀ⤒費の⥲㢠と෌ᕪᘬṓ出純計㢠とのẚ⋡

の年ḟ᥎⛣をᅗ㸯に♧した。 

                                                   
1 ୗ田㝯二「ᨻᗓの科学ᢏ⾡関ಀ⤒費がᨻᗓᨭ出⥲యに༨める๭合の᥎⛣」, 研究・ᢏ⾡計画学会➨ 22 ᅇ年ḟ学⾡大会

ㅮ₇要᪨集, pp. 581-584, Oct. 2007. 
2 ௨ୗ特に᩿りのない㝈り、「ᅜ」はᆅ方公ඹᅋయを㝖く中央ᨻᗓを意࿡する。
3 科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ、୕⳻⥲合研究ᡤ「➨ 1 ᮇཬࡧ➨ 2 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画ᮇ間中のᨻᗓ研究㛤発ᢞ資の内容分析」ᖹ

ᡂ 15 年ᗘ調査報告書、p.4、2004 年 5 ᭶ 
4 科学ᢏ⾡関ಀ⤒費の範ᅖは、基本計画ࡈとに見┤されているとされるが、そのලయ的な内容や、研究費に充ᙜされる⤒

費とそれ௨外の⤒費との分㢮などはこれまでᚲずしも明らかでない。 
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⾲㸯 科学ᢏ⾡関ಀ⤒費の᥎⛣とそのᨻᗓண⟬中でのẚ⋡ 

ᖺ度     

⛉Ꮫᢏ⾡㛵

ಀ⤒㈝   ୍⯡会ィ  ෌ᕪしᘬき   

（平成） （すᬺ） ୍⯡会ィ ≉ู会ィ ⥲㢠 ṓ出⥲㢠   ṓ出⣧ィ   

   ᑠィ（A） ᑠィ（B） 合ィ（C） （D） A/D （E） C/E 

    ༢位䠖ⓒ୓෇ ༢位䠖ⓒ୓෇ ༢位䠖ⓒ୓෇ ༢位䠖༑൨෇ 䠂 ༢位䠖༑൨෇ 䠂 

H7 1995 1,209,075  1,290,473  2,499,549  70,987  1.70  159,542  1.57  
H8 1996 1,342,019  1,468,432  2,810,452  75,105  1.79  171,761  1.64  
H9 1997 1,481,073  1,521,538  3,002,611  77,390  1.91  180,372  1.66  

H10 1998 1,500,309  1,531,870  3,032,179  77,669  1.93  184,230  1.65  
H11 1999 1,594,754  1,561,974  3,156,728  81,860  1.95  201,804  1.56  
H12 2000 1,723,040  1,561,280  3,285,987  84,987  2.03  208,809  1.57  
H13 2001 1,837,600  1,630,900  3,468,512  82,652  2.22  250,935  1.38  
H14 2002 1,852,905  1,691,522  3,544,427  81,230  2.28  248,400  1.43  
H15 2003 1,883,603  1,708,044  3,597,366  81,789  2.30  232,345  1.55  
H16 2004 2,966,448  641,913  3,608,361  82,111  3.61  242,435  1.49  
H17 2005 2,952,104  626,395 3,578,498  82,183  3.59  239,655  1.49  
H18 2006 2,997,100  576,200 3,573,300  79,686  3.76  258,695  1.38  
H19 2007 2,990,500  520,800  3,511,258  82,909  3.61  208,971  1.68  
H20 2008 3,039,777  531,020 3,570,796  83,061  3.66  212,576  1.68  
H21 2009 3,019,077  544,852  3,563,929  88,548  3.41  206,516  1.73  
H22 2010 3,053,074  535,935 3,589,009  92,299  3.31  215,066  1.67  
H23 2011 3,056,489  608,226 3,665,252  92,412  3.31  220,275  1.66  
H24 2012 2,986,700  682,800  3,669,500  90,334  3.31  228,766  1.60  

㸦ὀ）ᙜึண⟬のᩘ್である。 
資料㸸科学ᢏ⾡関ಀ⤒費については文部科学┬科学ᢏ⾡・学⾡ᨻ策ᒁ⦅「科学ᢏ⾡要ぴ」、一⯡会計⥲㢠については科学

ᢏ⾡白書のྛ年∧。෌ᕪᘬṓ出ண⟬純計については㈈務┬ண⟬書・Ỵ⟬書データ࣋ース 5による。 
 

 
ᅗ㸯 科学ᢏ⾡関ಀ⤒費の⥲㢠と෌ᕪᘬṓ出純計㢠とのẚ⋡の年ḟ᥎⛣ 

 

 

                                                   
5 http://www.bb.mof.go.jp/hdocs/bxsselect.html

㸦㸣） 

㸦年ᗘ㸦すᬺ）） 
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⾲㸰 Ṕ代⥲理大⮧の᪋ᨻ方㔪₇ㄝにおける「科学ᢏ⾡」࡬のゝཬのኚ㑄 
⥲理 ・ྡ₇ㄝ年᭶日 科学ᢏ⾡࡬のゝཬ部分 

᳃ 喜ᮁ 

2001年 1᭶ 31日 

ձ科学ᢏ⾡の発㐩によって得られた⦾ᰤの㝜で、二ᗘのୡ⏺大ᡓやさまざまな⣮தによってᡶࢃれた大きな≛

≅をỴしてᛀれてはならないと考えたからであります。 

ղ科学ᢏ⾡はᑾきることのない知的資源であり、その᣺⯆は、「ᕼ望のୡ⣖」ᐇ現に向けた未来࡬のඛ行ᢞ資と

ゝえるものであります。このため、内㛶ᗓに⥲合科学ᢏ⾡会㆟をタ⨨したところであり、᭷識者の意見をఛい

つつ、二十一ୡ⣖におけるᡃがᅜの科学ᢏ⾡᣺⯆の基本となる⥲合ᡓ␎を策定してまいります。୕᭶までに科

学ᢏ⾡基本計画を策定し、科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ライࢧࣇイエンス、情報通ಙ、環境、ࢼノテクノ

ロジー・ᮦ料等、ᡃがᅜの新生に㈉献する研究㛤発を重Ⅼ的に᥎㐍いたします。同時に、研究㛤発ࢩステ࣒の

ᨵ㠉や科学ᢏ⾡᣺⯆のための基┙のᩚഛも㐍めてまいります。 

ᑠἨ 純一郎 

2002年 2᭶ 4日 

ձ᪤定⤒費を基‽にせず、ṓ出のຠ⋡化を㐍める一方、少子高㱋化࡬の対ᛂ、科学ᢏ⾡、ᩍ⫱、㹇㹒の᥎㐍な

どの重Ⅼ分㔝に大⫹に配分しました。 

ղୡ⏺最高Ỉ‽の科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ேの㑇ఏ子情報の་⒪࡬のᛂ用、ᴟめてᚤᑠなレ࣋ルでの

新ᮦ料㛤発など、最ඛ➃のᡓ␎的研究分㔝に重Ⅼ的にྲྀり⤌ࡳます。あࢃせて、⏘学ᐁの連ᦠの᥎㐍、ᆅ域に

おける科学ᢏ⾡の᣺⯆をᅗってまいります。 

ᑠἨ 純一郎 

2003年 1᭶ 31日 

 

 

ձその中で、セーࣇティーネットの充ᐇに配慮し、Ẹ間活ຊをᘬき出し㞠用の๰出につながる分㔝や、科学ᢏ

⾡などᑗ来の発展の基┙となる分㔝に大⫹に重Ⅼ配分しました。 

ղ科学ᢏ⾡、バイ࢜テクノロジー、知的㈈⏘、㹇㹒、㒔ᕷ෌生、構造ᨵ㠉特༊など、日本෌生のかぎをᥱる分

㔝について、ᨻᗓをᣲࡆてྲྀり⤌ࡳ、ᨻ策の方向を♧してきました。 

ճ科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ᖹᡂ十஬年ᗘの一⯡ṓ出をཝしくᢚไする中で、対๓年ᗘẚ୕・஑㸣増の

科学ᢏ⾡᣺⯆ண⟬をᥐ⨨し、㑇ఏ子レ࣋ルでಶேಶேに合ったண㜵や἞⒪を可能にする研究㛤発などを重Ⅼ的

にᨭ᥼してまいります。 

մ科学ᢏ⾡の活用を㐍め、ୡ⏺のඛ➃を行く環境⏘業を᣺⯆します。 

յୡ⏺に㛤かれた最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学のタ❧構᝿を、Ἀ⦖で᥎㐍します。 

ᑠἨ 純一郎 

2004年 1᭶ 19日 

ձᅜẸ、ᆅ域、௻業のດຊをᨭ᥼するとともに、科学ᢏ⾡を᣺⯆し、ᡃがᅜのᑗ来の発展基┙をᩚഛいたしま

す。 

ղ主要な分㔝で増㢠したのは、社会保㞀の࡯か、科学ᢏ⾡᣺⯆と中ᑠ௻業ண⟬だけであり、それ௨外について

はす࡭ての分㔝を減㢠し、ྛ分㔝においてめりᙇりのきいたண⟬配分を行いました。 

ճᆅ⌫環境の保全はᑠἨ内㛶の重要な課題であり、科学ᢏ⾡を活用して環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧をᅗってま

いります。 

մ科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ࣄトࢤノ࣒ゎㄞのᡂ果を生かした㠉新的ながࢇ἞⒪など、ᅜẸのᬽらしを

よくし、⤒῭活性化につながる研究㛤発として、ࡳらい๰造プロジ࢙クトをᡓ␎的に᥎㐍します。⏘学ᐁの連

ᦠを᥎㐍し、ᆅ域やẸ間の活ຊをᘬき出しながら、科学ᢏ⾡を᣺⯆してまいります。 

յἈ⦖┴ᜠ⣡ᮧに、ୡ⏺に㛤かれた最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学をタ❧する構᝿を᥎㐍いた

します。 

ᑠἨ 純一郎 

2005年 2᭶ 4日 

ձ増㢠したのは社会保㞀と科学ᢏ⾡᣺⯆の分㔝のࡳで、㜵⾨費は୕年連続、公ඹ事業はᅄ年連続で࣐イࢼスに

するなど、重Ⅼ的にண⟬を配分しました。 

ղୡ⏺一流の研究者を集めて、最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学をἈ⦖┴につくるための法ேを

タ❧します。 

ճ環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧は可能であり、これをᐇ現するのは科学ᢏ⾡であります。 

մ新しい⏘業や㞠用の๰出、ᅜẸの೺ᗣや生活の㉁の向上、ᅜの安全や⅏ᐖの㜵Ṇにᐤ与する研究㛤発をᡓ␎

的に᥎㐍し、科学ᢏ⾡๰造❧ᅜを目指します。 

ᑠἨ 純一郎 

2006年 1᭶ 20日 

ձ科学ᢏ⾡の᣺⯆なくしてᡃがᅜの発展はありませࢇ。科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ᅜ全యのண⟬を減ら

す中、科学ᢏ⾡の分㔝は増㢠し、➨୕ᮇ基本計画を策定して研究㛤発をᡓ␎的にᐇ᪋してまいります。 

ղἈ⦖に科学ᢏ⾡大学㝔大学をタ❧するため、法ேを❧ࡕ上ࡆました。 

ճ≀を大ษにするもったいないという心と科学ᢏ⾡のຊを結ࡧつけ、ࡳࡈを減らし、౑えるものは⧞り㏉し౑

い、ࡳࡈになったら資源として෌฼用する社会をᐇ現し、環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧をᅗります。 

安ಸ ᫴୕ 

2007年 1᭶ 26日 
㸦ゝཬなし） 

⚟田 ᗣ夫 

2008年 1᭶ 18日 

ձ中ᅜやインドなどのᛴᡂ㛗に象ᚩされるୡ⏺⤒῭のኚ化の中で、ᡃがᅜの⤒῭ຊをいかに保つのか、ཝしい

㈈ᨻ事情のもとで社会保㞀ไᗘをいかに⥔持するか、少子化ၥ題にいかに対ฎするのか、㠀正つ㞠用のᣑ大、

ᆅ方⤒῭の低㏞などのၥ題にどう対ฎするのか、そしてまた、科学ᢏ⾡の⇚Ⅿなᅜ㝿➇தにどう対ᛂしていく

のか、ᆅ⌫環境や資源・エネルギーၥ題などにどのようなฎ方せࢇで対ᛂするのか。 

㯞生 ኴ郎 

2009年 1᭶ 28日 
㸦ゝཬなし） 

㬀山⏤⣖夫

2010年 1᭶ 29日 
㸦ゝཬなし） 

Ⳣ ┤ே

2011年 1᭶ 24日 
ձそのᐇ現をᚋᢲしするため、大学の基♏研究をึめ科学ᢏ⾡᣺⯆ண⟬を増㢠します。 

㔝田ెᙪ

2012年 1᭶ 24日 
㸦ゝཬなし） 

㸦ὀ 1）「科学ᢏ⾡」をྵࡴ文をᢤき出した。ձ、ղなどの␒ྕとୗ⥺は➹者がຍえた。 

㸦ὀ㸰）␒ྕはⓏ場㡰を♧すが、ᚲずしも連続してⓏ場するࢃけではない。 
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⾲㸰 Ṕ代⥲理大⮧の᪋ᨻ方㔪₇ㄝにおける「科学ᢏ⾡」࡬のゝཬのኚ㑄 
⥲理 ・ྡ₇ㄝ年᭶日 科学ᢏ⾡࡬のゝཬ部分 

᳃ 喜ᮁ 

2001年 1᭶ 31日 

ձ科学ᢏ⾡の発㐩によって得られた⦾ᰤの㝜で、二ᗘのୡ⏺大ᡓやさまざまな⣮தによってᡶࢃれた大きな≛
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つつ、二十一ୡ⣖におけるᡃがᅜの科学ᢏ⾡᣺⯆の基本となる⥲合ᡓ␎を策定してまいります。୕᭶までに科

学ᢏ⾡基本計画を策定し、科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ライࢧࣇイエンス、情報通ಙ、環境、ࢼノテクノ

ロジー・ᮦ料等、ᡃがᅜの新生に㈉献する研究㛤発を重Ⅼ的に᥎㐍いたします。同時に、研究㛤発ࢩステ࣒の

ᨵ㠉や科学ᢏ⾡᣺⯆のための基┙のᩚഛも㐍めてまいります。 

ᑠἨ 純一郎 

2002年 2᭶ 4日 

ձ᪤定⤒費を基‽にせず、ṓ出のຠ⋡化を㐍める一方、少子高㱋化࡬の対ᛂ、科学ᢏ⾡、ᩍ⫱、㹇㹒の᥎㐍な

どの重Ⅼ分㔝に大⫹に配分しました。 

ղୡ⏺最高Ỉ‽の科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ேの㑇ఏ子情報の་⒪࡬のᛂ用、ᴟめてᚤᑠなレ࣋ルでの

新ᮦ料㛤発など、最ඛ➃のᡓ␎的研究分㔝に重Ⅼ的にྲྀり⤌ࡳます。あࢃせて、⏘学ᐁの連ᦠの᥎㐍、ᆅ域に

おける科学ᢏ⾡の᣺⯆をᅗってまいります。 

ᑠἨ 純一郎 

2003年 1᭶ 31日 

 

 

ձその中で、セーࣇティーネットの充ᐇに配慮し、Ẹ間活ຊをᘬき出し㞠用の๰出につながる分㔝や、科学ᢏ

⾡などᑗ来の発展の基┙となる分㔝に大⫹に重Ⅼ配分しました。 

ղ科学ᢏ⾡、バイ࢜テクノロジー、知的㈈⏘、㹇㹒、㒔ᕷ෌生、構造ᨵ㠉特༊など、日本෌生のかぎをᥱる分

㔝について、ᨻᗓをᣲࡆてྲྀり⤌ࡳ、ᨻ策の方向を♧してきました。 

ճ科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ᖹᡂ十஬年ᗘの一⯡ṓ出をཝしくᢚไする中で、対๓年ᗘẚ୕・஑㸣増の

科学ᢏ⾡᣺⯆ண⟬をᥐ⨨し、㑇ఏ子レ࣋ルでಶேಶேに合ったண㜵や἞⒪を可能にする研究㛤発などを重Ⅼ的

にᨭ᥼してまいります。 

մ科学ᢏ⾡の活用を㐍め、ୡ⏺のඛ➃を行く環境⏘業を᣺⯆します。 

յୡ⏺に㛤かれた最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学のタ❧構᝿を、Ἀ⦖で᥎㐍します。 

ᑠἨ 純一郎 

2004年 1᭶ 19日 

ձᅜẸ、ᆅ域、௻業のດຊをᨭ᥼するとともに、科学ᢏ⾡を᣺⯆し、ᡃがᅜのᑗ来の発展基┙をᩚഛいたしま

す。 

ղ主要な分㔝で増㢠したのは、社会保㞀の࡯か、科学ᢏ⾡᣺⯆と中ᑠ௻業ண⟬だけであり、それ௨外について

はす࡭ての分㔝を減㢠し、ྛ分㔝においてめりᙇりのきいたண⟬配分を行いました。 

ճᆅ⌫環境の保全はᑠἨ内㛶の重要な課題であり、科学ᢏ⾡を活用して環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧をᅗってま

いります。 

մ科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ࣄトࢤノ࣒ゎㄞのᡂ果を生かした㠉新的ながࢇ἞⒪など、ᅜẸのᬽらしを

よくし、⤒῭活性化につながる研究㛤発として、ࡳらい๰造プロジ࢙クトをᡓ␎的に᥎㐍します。⏘学ᐁの連

ᦠを᥎㐍し、ᆅ域やẸ間の活ຊをᘬき出しながら、科学ᢏ⾡を᣺⯆してまいります。 

յἈ⦖┴ᜠ⣡ᮧに、ୡ⏺に㛤かれた最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学をタ❧する構᝿を᥎㐍いた

します。 

ᑠἨ 純一郎 

2005年 2᭶ 4日 

ձ増㢠したのは社会保㞀と科学ᢏ⾡᣺⯆の分㔝のࡳで、㜵⾨費は୕年連続、公ඹ事業はᅄ年連続で࣐イࢼスに

するなど、重Ⅼ的にண⟬を配分しました。 

ղୡ⏺一流の研究者を集めて、最高Ỉ‽のᩍ⫱研究を行う科学ᢏ⾡大学㝔大学をἈ⦖┴につくるための法ேを

タ❧します。 

ճ環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧は可能であり、これをᐇ現するのは科学ᢏ⾡であります。 

մ新しい⏘業や㞠用の๰出、ᅜẸの೺ᗣや生活の㉁の向上、ᅜの安全や⅏ᐖの㜵Ṇにᐤ与する研究㛤発をᡓ␎

的に᥎㐍し、科学ᢏ⾡๰造❧ᅜを目指します。 

ᑠἨ 純一郎 

2006年 1᭶ 20日 

ձ科学ᢏ⾡の᣺⯆なくしてᡃがᅜの発展はありませࢇ。科学ᢏ⾡๰造❧ᅜのᐇ現に向け、ᅜ全యのண⟬を減ら

す中、科学ᢏ⾡の分㔝は増㢠し、➨୕ᮇ基本計画を策定して研究㛤発をᡓ␎的にᐇ᪋してまいります。 

ղἈ⦖に科学ᢏ⾡大学㝔大学をタ❧するため、法ேを❧ࡕ上ࡆました。 

ճ≀を大ษにするもったいないという心と科学ᢏ⾡のຊを結ࡧつけ、ࡳࡈを減らし、౑えるものは⧞り㏉し౑

い、ࡳࡈになったら資源として෌฼用する社会をᐇ現し、環境保ㆤと⤒῭発展の୧❧をᅗります。 

安ಸ ᫴୕ 

2007年 1᭶ 26日 
㸦ゝཬなし） 

⚟田 ᗣ夫 

2008年 1᭶ 18日 

ձ中ᅜやインドなどのᛴᡂ㛗に象ᚩされるୡ⏺⤒῭のኚ化の中で、ᡃがᅜの⤒῭ຊをいかに保つのか、ཝしい

㈈ᨻ事情のもとで社会保㞀ไᗘをいかに⥔持するか、少子化ၥ題にいかに対ฎするのか、㠀正つ㞠用のᣑ大、

ᆅ方⤒῭の低㏞などのၥ題にどう対ฎするのか、そしてまた、科学ᢏ⾡の⇚Ⅿなᅜ㝿➇தにどう対ᛂしていく

のか、ᆅ⌫環境や資源・エネルギーၥ題などにどのようなฎ方せࢇで対ᛂするのか。 

㯞生 ኴ郎 

2009年 1᭶ 28日 
㸦ゝཬなし） 

㬀山⏤⣖夫 

2010年 1᭶ 29日 
㸦ゝཬなし） 

Ⳣ ┤ே 

2011年 1᭶ 24日 
ձそのᐇ現をᚋᢲしするため、大学の基♏研究をึめ科学ᢏ⾡᣺⯆ண⟬を増㢠します。 

㔝田ెᙪ 

2012年 1᭶ 24日 
㸦ゝཬなし） 

㸦ὀ 1）「科学ᢏ⾡」をྵࡴ文をᢤき出した。ձ、ղなどの␒ྕとୗ⥺は➹者がຍえた。 

㸦ὀ㸰）␒ྕはⓏ場㡰を♧すが、ᚲずしも連続してⓏ場するࢃけではない。 

 

ᅜ❧大学関ಀの⤒費が一⯡会計ண⟬として集計されることとなった 2004 年ᗘ௨㝆は、一⯡会計の科

学ᢏ⾡関ಀ⤒費の一⯡会計⥲㢠に対するẚ⋡はᴫࡡ低ୗഴ向にあるといえる。また、特別会計の科学ᢏ

⾡関ಀ⤒費をྵࡴ科学ᢏ⾡関ಀ⤒費⥲㢠の෌ᕪᘬṓ出純計㢠に対するẚ⋡は分析対象ᮇ間を通じ多少

のኚ動はあるが 1.6%⛬ᗘである。ただし、㏆年のࡳにὀ目すると、2009 年の 1.73㸣をࣆークにここᩘ

年低ୗഴ向にある。 

 

３㸬㏻ᖖᅜ఍ࡿࡅ࠾࡟ෆ㛶⥲⌮኱⮧ࡢ᪋ᨻ᪉㔪₇ㄝࡢศᯒ 

ᨻᗓの᪋策の中での科学ᢏ⾡ᨻ策のඃඛᗘを見る指ᶆとして、通ᖖᅜ会における内㛶⥲理大⮧の᪋ᨻ

方㔪₇ㄝにもὀ目し、この中で科学ᢏ⾡ᨻ策に関連する語の㢖ᗘを見る。᪋ᨻ方㔪₇ㄝにὀ目する理⏤

はḟのとおりである。 
ձ年ᗘのண⟬᱌をᑂ㆟する通ᖖᅜ会のෑ㢌において、ᨻᶒを担ᙜする内㛶⥲理大⮧がᨻᗓの᪋策につい

て全⯡的、⥙⨶的な方㔪を㏙࡭る₇ㄝであり、⥲理大⮧⋡いるᨻᶒのᨻ策的な指向・方向性を཯ᫎした

ものとなると考えられること。 

ղᅜ会の日⛬ཬ័ࡧ行から₇ㄝ時間に一定のไ⣙があり₇ㄝの㛗さに大きなኚ動がないため 6、全యの

㔞的ไ⣙から、ᨻᶒとしてඃඛᗘの高い᪋策はᙉ調してゐれられると考えられ、他方、ඃඛᗘの低い᪋

策はゝཬが少なくなり、場合によってはゐれられないと考えられること。 
データࢯースとしてはᅜ❧ᅜ会ᅗ書㤋のᅜ会会㆟㘓᳨⣴ࢩステ࣒ 7を用い、これにより通ᖖᅜ会にお

ける┬庁෌⦅ᚋのṔ代の⥲理大⮧の᪋ᨻ方㔪₇ㄝのテキストをධ手した。同ࢩステ࣒を用いた理⏤は、

ᐇ㝿にᅜ会で₇ㄝされた内容からおこされたグ㘓であること、ᅜ会が㈐௵をもって⦅⧩しており年ḟを

䭧って᳨⣴可能であること、データの⤫一性があること、アクセスが容᫆であることである 8。なお、

᪋ᨻ方㔪₇ㄝは⾗㆟㝔ཬࡧ参㆟㝔の཮方の本会㆟で行ࢃれるが、௒ᅇの分析では⾗㆟㝔のグ㘓を分析に

用いた。 
まず、「科学ᢏ⾡」というゝⴥにὀ目し、これにゝཬしている部分を抽出した。ලయ的なゝཬ⟠ᡤを

⾲㸰にᩚ理して♧す。2001 年㸦᳃⥲理大⮧）から 2006 年㸦ᑠἨ⥲理大⮧）にかけては安定的に科学ᢏ

⾡᣺⯆の文⬦で「科学ᢏ⾡」にゝཬされているといえる。なお、2003㸦ᑠἨ⥲理大⮧）年から 2006 年

にかけてἈ⦖の科学ᢏ⾡大学㝔大学にゝཬされていることがὀ目されるが、これは主にἈ⦖᣺⯆対策と

しての重要性からゝཬされたもので、このゝཬが科学ᢏ⾡᣺⯆全యの重要性を཯ᫎしていると考えるこ

とはᚲずしもできない。2007 年㸦安ಸ⥲理大⮧）では科学ᢏ⾡࡬のゝཬはまったくなく、2008 年㸦⚟

田⥲理大⮧）でゝཬが᚟活するものの、そのᚋの 2009 年㸦㯞生⥲理大⮧）、Ẹ主ඪにᨻᶒが᭰ࢃった

2010 年㸦㬀山⥲理大⮧）、2012 年㸦㔝田⥲理大⮧）でもゝཬがなく、科学研究費⿵ຓ金の大ᖜ増㢠を

ồめた 9とされる 2011 年㸦Ⳣ⥲理大⮧）で科学ᢏ⾡᣺⯆ண⟬の増㢠にゝཬしているのࡳとなっている。 
ḟに、「科学ᢏ⾡」࡬の┤᥋のゝཬはないものの、科学ᢏ⾡の᣺⯆を別のゝⴥで語っている可能性に

ついて᳨ドする。「科学ᢏ⾡」の一語ではなく、「科学」、「ᢏ⾡」㸦「科学ᢏ⾡」中にྵまれる語もそれぞ

れカウントする）、あるいは科学ᢏ⾡᣺⯆と関ಀの῝いと考えられる「研究」、「研究㛤発」㸦これにྵま

れる研究も「研究」としてカウント）さらにはಶ別ᢏ⾡分㔝でὀ目を集める「IT」、「バイ࢜」、科学ᢏ

⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策でὀ目される「イノ࣋ーࣙࢩン」㸦あるいは㠉新）など࡬のゝཬがあるかを調࡭

た。その結果を⾲㸱に♧す。 

また、科学ᢏ⾡᣺⯆࡬のゝཬが減少しているとすると、相対的に重どされていることはどのようなᨻ

策かに関して♧၀を得ることもᚲ要である。この目的で別の用語の㢖出状ἣを調࡭⾲㸱にేせて♧した。

Ṕ代⥲理を通じて、⤒῭、ᨵ㠉が㢖出している。また、ᙜ然のことながら⛯も重要な課題である。ここ

2年⛬ᗘは、社会保㞀࡬のゝཬも多い。 

「科学ᢏ⾡」࡬のゝཬは๓㏙の⾲㸰にグ㍕のとおりだが、科学ᢏ⾡᣺⯆に関連が῝いと考えられる語

、田⥲理が「ᢏ⾡」⚟、「ンࣙࢩイノ࣋ー」のゝཬで目❧った特ᚩは、᳃⥲理が「IT」、安ಸ⥲理が࡬ྃ

㬀山⥲理が「科学」ཬࡧ「ᢏ⾡」࡬のゝཬが、それぞれ多いというⅬである。 

                                                   
6 ௒ᅇの分析の対象とした᪋ᨻ方㔪₇ㄝの語ᩘは、86 ⓒ文Ꮠ㸦㯞生⥲理大⮧）㹼127 ⓒ文Ꮠ㸦᳃⥲理大⮧）の範ᅖに཰

まっている。 
7 http://kokkai.ndl.go.jp/ 
8 Ṕ代の⥲理の᪋ᨻ方㔪₇ㄝは㤳相ᐁ㑰の࣍ー࣒࣌ージでも見ることができるが、⥲理大⮧の交代ࡈとに࣍ー࣒࣌ージの

構ᡂがኚ᭦され、過ཤの࣍ー࣒࣌ージについても⥲理大⮧ࡈとにᩚ理されており、᥈⣴に手間を要する。 
9 http://kanfullblog.kantei.go.jp/2010/12/20101227-2.html 
Ⳣ⥲理ࣈログ 2010 年 12 ᭶ 27 日「来年ᗘண⟬のこだࢃり...౛えࡤ科学ᢏ⾡ண⟬」 
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⾲㸱 科学ᢏ⾡関連語ྃ等の⥲理大⮧᪋ᨻ方㔪₇ㄝでのゝཬ㢖ᗘ 
 科学ᢏ⾡関連の主な語 対ẚされる語 

内㛶⥲理大⮧ྡ、

₇ㄝ年᭶日 

科学

ᢏ⾡ 
科学 ᢏ⾡ 研究 研究

㛤発 
㹇㹒 イノ࣋

ーࣙࢩ

ン・㠉新 

ᨵ㠉 ⤒῭ ⛯ 社会保
㞀 

᳃ 喜ᮁ 

2001年 1᭶ 31日 

7 7 8 3 3 11 0 50 35 4 10 

ᑠἨ 純一郎 

2002年 2᭶ 4日 

3 4 6 4 0 5 1 55 31 13 1 

ᑠἨ 純一郎 

2003年 1᭶ 31日 

6 9 13 4 2 6 1 39 18 15 1 

ᑠἨ 純一郎 

2004年 1᭶ 19日 

6 6 8 2 1 4 1 37 17 16 3 

ᑠἨ 純一郎 

2005年 2᭶ 4日 

4 5 11 5 2 2 0 30 14 12 4 

ᑠἨ 純一郎 

2006年 1᭶ 20日 

5 6 8 2 2 3 0 22 9 11 1 

安ಸ ᫴୕ 

2007年 1᭶ 26日 

0 0 4 1 
(ὀ 1) 

0 1 5+1 15 10 10 3 

⚟田 ᗣ夫 

2008年 1᭶ 18日 

1 1 24 7 3 3 3 13 19 10 11 

㯞生 ኴ郎 

2009年 1᭶ 28日 

0 2 5 7 1 0 
(ὀ 2) 

0 13 27 13 5 

㬀山⏤⣖夫 

2010年 1᭶ 29日 

0 10 10 2 1 0 
(ὀ 2) 

2 14 30 4 2 

Ⳣ ┤ே 

2011年 1᭶ 24日 

1 1 2 
(ὀ 3) 

3 
(ὀ 4) 

0 0 0 17 16 11 12 

㔝田ెᙪ 

2012年 1᭶ 24日 

0 0 1 
(ὀ 5) 

0 0 0 1 
㸦ὀ 6） 

26 20 16 15 

ὀ 1㸸「集ᅋ的自⾨ᶒの研究」でのゝཬである。 
ὀ 2㸸「IT」࡬のゝཬはないが、「情報通ಙᢏ⾡」࡬のゝཬが 1 ᅇある。 
ὀ 3㸸「この㸦㜵⾨計画の）新大⥘に沿って、༶ᛂ性や機動性をഛえ、高ᗘなᢏ⾡ຊと情報能ຊにᨭえられた動的㜵

⾨ຊの構築にྲྀり⤌ࡳます。」におけるゝཬである。 
ὀ 4.㸸「自⏤㈠᫆༠定のඹ同研究」におけるゝཬをྵࡴ。 
ὀ 5: 「こうした課題のゎỴに、日本のᢏ⾡や知見に⇕いまなざしが向けられています。」とのゝཬである。 
ὀ 6㸸 「さきに策定した㣗と㎰ᯘ⁺業の෌生に向けた基本方㔪・行動計画をᨻᗓ全యの㈐௵で╔ᐇにᐇ行するとと

もに、これらの分㔝でのイノ࣋ーࣙࢩンを᥎㐍します。」とあり、主に㎰業ᨻ策におけるゝཬ。 
 

これを㏆年に㝈ってヲしく分析する。安ಸ⥲理の₇ㄝでは、ᡂ㛗ᡓ␎の文⬦でイノ࣋ーࣙࢩン࡬のゝ

ཬが見られる。また、「2025 年までをど㔝にධれた㛗ᮇのᡓ␎指㔪『イノ࣋ーࣙࢩン 25』を 5᭶までに

策定し、がࢇや認知⑕に๻的なຠ果を持つ་⸆ရの㛤発などのᐇ現に向けたᡓ␎的なᨭ᥼や、ྛᅜの特

チไᗘのඹ通化࡬のྲྀり⤌ࡳなど、ලయ的なᨻ策をᐇ行します。」などでのイノ࣋ーࣙࢩン࡬のゝཬは

ある。ただし、་⸆ရの㛤発が౛♧されているものの、科学ᢏ⾡ᨻ策としてࡳた場合のᗈがりが大きい

とはᚲずしもいえない。また、ᢏ⾡࡬のゝཬは、「㠉新的なᢏ⾡、〇ရ、ࢧーࣅスなどを生ࡳ出すイノ

࣋ーࣙࢩン」としてイノ࣋ーࣙࢩンの文⬦でᢏ⾡が語られているものの、その他のゝཬは、㏵上ᅜとの

ᢏ⾡༠ຊ、ᆅ域にあるᢏ⾡を活用した中ᑠ௻業ᨭ᥼、ᡃがᅜのエネルギー・環境ᢏ⾡を活用したアジア

の┬エネ・環境㠃での༠ຊであり、ᑠἨ⥲理大⮧までの科学ᢏ⾡ᨻ策関連でのゝཬとは大きく㊃を異࡬

にしている。 

 ⚟田⥲理の₇ㄝでは、「科学ᢏ⾡の⇚Ⅿなᅜ㝿➇தにどう対ᛂしていくのか」といったၥ題意識がᥦ

㉳されており、科学ᢏ⾡ᨻ策全⯡࡬の意識が見られるといえる。これのᚋに、「まず➨一に、他ᅜの㏣

㝶をチさないᢏ⾡を持ࡕ続けることを目指す、㠉新的ᢏ⾡๰造ᡓ␎を展㛤します。᫖年、ி㒔大学にお

いて、ே間の⓶⭵から୓能⣽⬊をつくることにᡂຌし、ୡ⏺を㦫かせました。環境関連のᢏ⾡のࡳなら

ず、バイ࢜ᢏ⾡や་⒪関連ᢏ⾡をྵめ、これからの日本のᡂ㛗をᨭえる研究㛤発に重Ⅼ的にண⟬を配分

するとともに、Ẹ間の研究㛤発ᢞ資をಁ㐍するため、研究㛤発⛯ไのᣑ充を行います。ୡ⏺最高Ỉ‽の
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⾲㸱 科学ᢏ⾡関連語ྃ等の⥲理大⮧᪋ᨻ方㔪₇ㄝでのゝཬ㢖ᗘ 
 科学ᢏ⾡関連の主な語 対ẚされる語 

内㛶⥲理大⮧ྡ、

₇ㄝ年᭶日 

科学

ᢏ⾡ 
科学 ᢏ⾡ 研究 研究

㛤発 
㹇㹒 イノ࣋

ーࣙࢩ

ン・㠉新 

ᨵ㠉 ⤒῭ ⛯ 社会保
㞀 

᳃ 喜ᮁ 

2001年 1᭶ 31日 

7 7 8 3 3 11 0 50 35 4 10 

ᑠἨ 純一郎 

2002年 2᭶ 4日 

3 4 6 4 0 5 1 55 31 13 1 

ᑠἨ 純一郎 

2003年 1᭶ 31日 

6 9 13 4 2 6 1 39 18 15 1 

ᑠἨ 純一郎 

2004年 1᭶ 19日 

6 6 8 2 1 4 1 37 17 16 3 

ᑠἨ 純一郎 

2005年 2᭶ 4日 

4 5 11 5 2 2 0 30 14 12 4 

ᑠἨ 純一郎 

2006年 1᭶ 20日 

5 6 8 2 2 3 0 22 9 11 1 

安ಸ ᫴୕ 

2007年 1᭶ 26日 

0 0 4 1 
(ὀ 1) 

0 1 5+1 15 10 10 3 

⚟田 ᗣ夫 

2008年 1᭶ 18日 

1 1 24 7 3 3 3 13 19 10 11 

㯞生 ኴ郎 

2009年 1᭶ 28日 

0 2 5 7 1 0 
(ὀ 2) 

0 13 27 13 5 

㬀山⏤⣖夫 

2010年 1᭶ 29日 

0 10 10 2 1 0 
(ὀ 2) 

2 14 30 4 2 

Ⳣ ┤ே 

2011年 1᭶ 24日 

1 1 2 
(ὀ 3) 

3 
(ὀ 4) 

0 0 0 17 16 11 12 

㔝田ెᙪ 

2012年 1᭶ 24日 

0 0 1 
(ὀ 5) 

0 0 0 1 
㸦ὀ 6） 

26 20 16 15 

ὀ 1㸸「集ᅋ的自⾨ᶒの研究」でのゝཬである。 
ὀ 2㸸「IT」࡬のゝཬはないが、「情報通ಙᢏ⾡」࡬のゝཬが 1 ᅇある。 
ὀ 3㸸「この㸦㜵⾨計画の）新大⥘に沿って、༶ᛂ性や機動性をഛえ、高ᗘなᢏ⾡ຊと情報能ຊにᨭえられた動的㜵

⾨ຊの構築にྲྀり⤌ࡳます。」におけるゝཬである。 
ὀ 4.㸸「自⏤㈠᫆༠定のඹ同研究」におけるゝཬをྵࡴ。 
ὀ 5: 「こうした課題のゎỴに、日本のᢏ⾡や知見に⇕いまなざしが向けられています。」とのゝཬである。 
ὀ 6㸸 「さきに策定した㣗と㎰ᯘ⁺業の෌生に向けた基本方㔪・行動計画をᨻᗓ全యの㈐௵で╔ᐇにᐇ行するとと

もに、これらの分㔝でのイノ࣋ーࣙࢩンを᥎㐍します。」とあり、主に㎰業ᨻ策におけるゝཬ。 
 

これを㏆年に㝈ってヲしく分析する。安ಸ⥲理の₇ㄝでは、ᡂ㛗ᡓ␎の文⬦でイノ࣋ーࣙࢩン࡬のゝ

ཬが見られる。また、「2025年までをど㔝にධれた㛗ᮇのᡓ␎指㔪『イノ࣋ーࣙࢩン 25』を 5᭶までに

策定し、がࢇや認知⑕に๻的なຠ果を持つ་⸆ရの㛤発などのᐇ現に向けたᡓ␎的なᨭ᥼や、ྛᅜの特

チไᗘのඹ通化࡬のྲྀり⤌ࡳなど、ලయ的なᨻ策をᐇ行します。」などでのイノ࣋ーࣙࢩン࡬のゝཬは

ある。ただし、་⸆ရの㛤発が౛♧されているものの、科学ᢏ⾡ᨻ策としてࡳた場合のᗈがりが大きい

とはᚲずしもいえない。また、ᢏ⾡࡬のゝཬは、「㠉新的なᢏ⾡、〇ရ、ࢧーࣅスなどを生ࡳ出すイノ

࣋ーࣙࢩン」としてイノ࣋ーࣙࢩンの文⬦でᢏ⾡が語られているものの、その他のゝཬは、㏵上ᅜとの

ᢏ⾡༠ຊ、ᆅ域にあるᢏ⾡を活用した中ᑠ௻業ᨭ᥼、ᡃがᅜのエネルギー・環境ᢏ⾡を活用したアジア

の┬エネ・環境㠃での༠ຊであり、ᑠἨ⥲理大⮧までの科学ᢏ⾡ᨻ策関連でのゝཬとは大きく㊃を異࡬

にしている。 

 ⚟田⥲理の₇ㄝでは、「科学ᢏ⾡の⇚Ⅿなᅜ㝿➇தにどう対ᛂしていくのか」といったၥ題意識がᥦ

㉳されており、科学ᢏ⾡ᨻ策全⯡࡬の意識が見られるといえる。これのᚋに、「まず➨一に、他ᅜの㏣

㝶をチさないᢏ⾡を持ࡕ続けることを目指す、㠉新的ᢏ⾡๰造ᡓ␎を展㛤します。᫖年、ி㒔大学にお

いて、ே間の⓶⭵から୓能⣽⬊をつくることにᡂຌし、ୡ⏺を㦫かせました。環境関連のᢏ⾡のࡳなら

ず、バイ࢜ᢏ⾡や་⒪関連ᢏ⾡をྵめ、これからの日本のᡂ㛗をᨭえる研究㛤発に重Ⅼ的にண⟬を配分

するとともに、Ẹ間の研究㛤発ᢞ資をಁ㐍するため、研究㛤発⛯ไのᣑ充を行います。ୡ⏺最高Ỉ‽の

 

研究ᣐⅬのᩚഛを㐍めるとともに、研究ᡂ果を㐺ษに保ㆤし、ᡂ㛗につなࡆていくため、知的㈈⏘ᡓ␎

を╔ᐇにᐇ行します。」としており、「科学ᢏ⾡」࡬の┤᥋のゝཬは少ないものの、研究㛤発にはዲ意的

であったといえる。また、「環境分㔝の㐍ࢇだᢏ⾡など、日本のᙉࡳをさらにఙࡤすことによって、環

境とඹ生しつつᡂ㛗を続けていくことは十分に可能です。」との環境対策におけるᢏ⾡の活用の文⬦で

ᢏ⾡にゝཬしている場合がࡳられる。 

 㯞生⥲理の₇ㄝでは、「環境ᢏ⾡」、「情報通ಙᢏ⾡」、「環境・エネルギーᢏ⾡」というಶ別ᢏ⾡࡬の

ゝཬが見られる。「目指す࡭きは、安心と活ຊある社会です。ୡ⏺に㢮を見ない高㱋化を社会全యでᨭ

え合う、安心できる社会、ୡ⏺的な課題を๰意工夫とᢏ⾡でඞ᭹する、活ຊある社会です。」と課題ゎ

Ỵにおけるᢏ⾡の役๭にゝཬしているⅬがὀ目される。また、「研究」࡬のゝཬでは、「基♏研究を充ᐇ」、

「科学研究費⿵ຓ金」、「ⱝ手研究者」などが活㌍できる環境のᩚഛ、「ୡ⏺トップレ࣋ル研究ᣐⅬプロ

グラ࣒を᥎㐍」のように科学ᢏ⾡᣺⯆の文⬦で研究᣺⯆にゐれられているといる。 

㬀山⥲理の₇ㄝでは、「科学」࡬のゝཬは、࢞ンジーᖌが♧した୐つの社会的大⨥にྵまれる「ே間

性なき科学」࡬のゝཬがあり、この対ᴟとして「新しい未来をษり㛤くとき、基本となるのは、ேを⫱

てるᩍ⫱であり、ே間の可能性を๰造する科学です。」、「科学もまた、ே間のⱥ知を結集し、ே㢮の生

Ꮡにかかࢃる῝้なၥ題のゎỴや、ே間のための⤒῭に大きく㈉献する、そࢇなே間性ある科学でなけ

れࡤなりませࢇ。⑌⑓、環境・エネルギー、㣗料、Ỉといった分㔝では、かつての⏘業㠉࿨にも༉ᩛす

る、しかし全く఩相の異なる㠉新的なᢏ⾡がᚲ要です。そのẕとなるのが科学です。こうしたᩍ⫱や科

学の役๭をしっかりと見ᤣえ、┿のᩍ⫱者、科学者をさらにࡩやし、また、社会全యとしてᩍ⫱と科学

に大きな資源を᣺り向けてまいります。」とし、科学ᢏ⾡ではないものの科学࡬のᨭ᥼࡬の⇕意が感じ

られる₇ㄝとなっている。「ᢏ⾡」࡬のゝཬも、環境ᢏ⾡を活用したグリーンイノ࣋ーࣙࢩン、ライࣇ

イノ࣋ーࣙࢩンの文⬦での་⒪・௓ㆤᢏ⾡の研究㛤発࡬のゝཬ、情報通ಙᢏ⾡࡬のゝཬもあり、ᢏ⾡㛤

発࡬のᨭ᥼も感じられる内容となっている。⥲じて、安ಸ⥲理を㝖き、㬀山⥲理までは科学ᢏ⾡᣺⯆、

研究᣺⯆࡬のゝཬがࡳられるといえる。 

これらに対して、Ⳣ⥲理の₇ㄝでの「研究」࡬のゝཬは、⾲㸰中の大学の基♏研究࡬のゝཬを㝖けࡤ、

特定の⑌⑓対策での἞⒪研究࡬のゝཬ、「自⏤㈠᫆༠定のඹ同研究」であり、科学ᢏ⾡ᨻ策の文⬦での

ゝཬとᤊえることはできない。㔝田⥲理の₇ㄝでは、「科学ᢏ⾡」、「科学」、「研究」࡬のゝཬは一ษな

く、「ᢏ⾡」࡬のゝཬはアジアኴᖹὒᆅ域における課題のゎỴに日本のᢏ⾡がᮇᚅされているという抽

象的な文⬦でのゝཬであり、科学ᢏ⾡の᣺⯆に関連するグ㏙は見ᙜたらない。ᮾ日本大㟈⅏ཬࡧ⚟ᓥ➨

一原子ຊ発㟁ᡤの事ᨾの発生ᚋึめての᪋ᨻ方㔪₇ㄝのため、被ᐖからの᚟⯆に多くゝཬするᚲ要があ

り、また、社会保㞀と⛯の一యᨵ㠉࡬のᨻ἞的意ᅗがᙉく、そのㄝ明に多くを費やしたともいえる。㔝

田⥲理の₇ㄝを消費⛯ᑟධにకう一時的なものと認識してよいのか、それとも௒ᚋに続くഴ向の๓඙と

してとらえる࡭きか、現時ⅬでỴ定的なことはいえず、௒ᚋの᥎⛣にὀ目していくことがᚲ要である。 
 

㸲.ࡵ࡜ࡲ 

 科学ᢏ⾡ᨻ策の఩⨨௜けのኚ化、特に他のᨻᗓの᪋策との関ಀの中での科学ᢏ⾡ᨻ策の相対的な重要

ᗘについて♧၀を得るため、ձᨻᗓの⥲ண⟬に༨める科学ᢏ⾡関ಀண⟬のẚ⋡、ղこのண⟬をᑂ㆟する

通ᖖᅜ会にける内㛶⥲理大⮧の᪋ᨻ方㔪₇ㄝの中での科学ᢏ⾡ᨻ策関連の語ྃ࡬のゝཬにὀ目して、そ

れらの時系ิኚ化を分析した。分析の結果、㏆年、ண⟬のẚ⋡ཬࡧ語ྃ࡬のゝཬが低ୗഴ向にあること

を♧した。これらの現象は、ᨻᗓ全యのᨻ策における科学ᢏ⾡ᨻ策の重要ᗘが低ୗしている可能性があ

ることを♧している。 

⥲ྜ⛉学ᢏ⾡఍㆟のᨻ἞ⓗプ䝺䝊ンスの㛗期పୗഴྥ䜢᫖年ᗘの発⾲でᣦ᦬した 10䚹䛣䜜䛻ຍ䛘䛶、最㏆

の⥲理のᡤಙ⾲明₇ㄝでの科学ᢏ⾡࡬のゝཬの低ୗは、科学ᢏ⾡ᨻ策を重どする❧場からは一時的な現

象として楽観的にとらえることはできない。ண⟬は一⯡に๓年ᗘに対する増㸦減）分主⩏で⦅ᡂされる

のでᛴኚしにくい状ἣにはあるとᛮࢃれる。科学ᢏ⾡࡬のゝཬの低ୗがᨻ἞的なᨭ持のᕼⷧ化を意࿡し

ているとすれࡤ、いずれ、ண⟬の఩⨨づけの低ୗにつながると考えられる。 

科学ᢏ⾡ᨻ策のᨻ策上の重要ᗘがᚲずしも自明でないことについて関ಀ者のὀ意をႏ㉳するととも

に、ᨻ἞ᐙࡦいてはᅜẸの科学ᢏ⾡ᨻ策࡬の理ゎの増㐍とᨭ持の⥔持・ᣑ充に向けたྲྀり⤌ࡳがᚲ要と

されていることを指᦬したい。 

                                                   
10 ୗ田㝯二「⥲合科学ᢏ⾡会㆟のᨻ἞的プレࢮンスの時系ิኚ化－㆟㛗の関与状ἣの分析から」, 研究・ᢏ⾡計画学会➨

26 ᅇ年ḟ学⾡大会ㅮ₇要᪨集, pp.230-233, Oct. 2011. 




